




図１　ジュラコン ®の構造式 1) 






Mechanical properties of polyacetal f iber and polyacetal knitted cloth 
Yoshinobu Kamata ＊ , Kyoko Yoshida ＊ ,  Noriko Ishikawa ＊ , Maki Watari ＊
and Hidetoshi Okawa ＊＊
*Department of Human Environmental Sciences, Jissen Women's University
** Polyplastics Co.,Ltd., TOPAS Business Development unit
　DURACON® is the registered trademark of polyacetal manufactured and sold by Polyplastics 
Co.,Ltd.　It is conf irmed that DURACON® f iber (polyacetal fiber) has the properties such as 
high tensile strength, high elastic recovery, low frictional coeff icient, alkalinity-resistance and 
so on as the f iber has inherited the physical properties of polyacetal. However, as for the details 
of the mechanical properties, it is not def inite.  In this research, as compared with polyester and 
nylon, it was found out that DURACON® f ibers have the mechanical properties of high tensile 
strength, high elastic recovery and low frictional coeff icient, and that a DURACON® knitted cloth 
(polyacetal knitted cloth) has high compression rate and high compressive elastic recovery. 
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⴫䋱 䉳䊠䊤䉮䊮®❫⛽䈱․ᕈ表１　ジュラコン ®繊維の特性 1) 
⴫䋲 ❫⛽⹜ᢱ




䊐䉞䊤䊜䊮䊃 㪉㪅㪏㩷㩿㪊㪅㪈㪀 䋭 䋭
䌄䋭䌓 䉴䊁䊷䊒䊦 㪉㪅㪊㩷㩿㪉㪅㪍㪀 㪍㪋 㪈㪏
䌐䋭䌆
䊘䊥䉣䉴䊁䊦
䊐䉞䊤䊜䊮䊃 㪉㪅㪈㩷㩿㪉㪅㪊㪀 䋭 䋭
䌐䋭䌓 䉴䊁䊷䊒䊦 㪉㪅㪐㩷㩿㪊㪅㪉㪀 㪌㪈 㪈㪉
䌎䋭䌆 䊅䉟䊨䊮 䊐䉞䊤䊜䊮䊃 㪉㪅㪐㩷㩿㪊㪅㪊㪀 䋭 䋭







Ｄ－Ｆ(N) ジュラコン® 144（48×3） 403（446） 2.03 0.171 20.0 24.6 0.48
0.06 0.003 0.63 0.80 －
Ｐ－Ｆ(N) ポリエステル 216（36×6） 454（497） 1.99 0.168 17.8 26.6 0.48
0.05 0.004 0.75 1.02 －
Ｎ－Ｆ(N) ナイロン 144（24×6） 418（475） 1.59 0.160 21.2 27.8 0.46























り、フィラメント数はジュラコン® 繊維が 144 本（48
×３）、ポリエステル繊維が 216 本（36 ×６）、ナイ

























　１）項と同じ引張試験機を用い、JIS L 1015 に準
拠した測定を行った。繊維試料は表１のフィラメン
トである D-F、P-F、N-F の３種を用いた。把持間









残留伸び  × 100  (1)
３）繊維と編布の摩擦特性測定法































Ｔ '－Ｔ  
 × 100  (3)　
0 1
0 1
Ｔ ：初荷重厚さ0 Ｔ ’：初荷重に戻した時の厚さ0
Ｔ ：最大荷重厚さ　1
　KES － FB ３による方法では、20cm × 20cm の
試験片を用いて、上限圧縮荷重は 100g とした。
５）編布伸長特性測定法
　KES － FB １を用いた。試料の大きさは 20cm ×
20cm である。上限荷重は 230g/cm とした。その他


















































































































































































































































































































































果を図 10 に、KES による結果を図 11 に示した。図





























































































は、ジュラコン ® 編布が 76.0％、ポリエステル編布
が 66.6％、ナイロン編布が 65.2％となり、これもジュ















































































































න૏ 䉳䊠䊤䉮䊮㫤 䊘䊥䉣䉴䊁䊦 䊅䉟䊨䊮
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３） 大 川 秀 俊；SEN’I GAKKAISHI（ 繊 維 と 工 業 ），
Vol.65，N0.4、p-134（2009）
４．まとめ
　ジュラコン® 繊維の機械的性質をポリエステル繊
維とナイロン繊維と比較して表４にまとめて示した。
１）ジュラコン® 繊維はポリエステル繊維に存在す
る降伏挙動的変化は認められなかった。また、ジュ
ラコン ® 繊維は最も破断強度が大きかった。破断
伸度は、ポリエステル繊維よりも大きく、ナイロン
繊維よりも小さかった。
２）ジュラコン®繊維の圧縮性はきわめて大きかった。
伸長弾性率と圧縮弾性率の低下が小さく、伸長と圧
縮の弾性回復に優れていることも分かった。
３）ジュラコン® 繊維の摩擦特性の低いことが分かっ
た。編布の摩擦の試験結果には構造の影響が大きく
反映し、繊維素材の影響が明らかとはならなかった。
４）編布による伸長特性の検討では、繊維の特性より
も編布構造の影響が現れた。編布の構造が繊維の種
別により発現するとするならば、編布の摩擦特性の
差違は繊維に由来すると考えることができるが、定
かではない。
５）以上から、ジュラコン ® 繊維はポリエステル繊維
とナイロン繊維との比較において、強伸度のバラン
スが良く、伸長回復性に優れており低摩擦係数の素
材である。代表的合成繊維と比較しても劣らない特
性を持つことから、種々用途への応用が期待できる。
